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　安
広
子
供
会
は
、
小
学
校

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
を

対
象
と
し
、
現
在
五
世
帯
九

名
で
仲
良
く
活
動
し
て
い
ま

す
。　日

頃
か
ら
お
互
い
に
誘
い

合
っ
て
、
地
域
の
広
場
で
、

ボ
ー
ル
遊
び
や
水
遊
び
を
し

た
り
、
自
転
車
の
練
習
を
し

た
り
し
て
、
に
ぎ
や
か
に
遊

ん
で
い
ま
す
。

　夏
に
は
、
狭
田
・
宮
地
子

供
会
と
合
同
で
、
毎
年
恒
例

の
旅
行
に
出
か
け
ま
す
。
ボ

ウ
リ
ン
グ
を
し
た
り
、
食
事

を
し
た
り
し
て
、
楽
し
く
交

流
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
秋
の
厚
生
体
育
大

会
で
は
、
応
援
団
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
。
手
作
り
の

う
ち
わ
や
ボ
ン
ボ
ン
を
持
っ

て
、
地
域
の
方
と
一
緒
に
元

気
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
が
少
な
い
地
域
で

は
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
一

一
〇
番
の
設
置
や
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
に
協
力
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
家
庭
が
多
く
あ
り
、

み
な
さ
ん
に
暖
か
く
見
守
ら

れ
な
が
ら
、
安
心
し
て
登
下

校
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
場
面
で
声
を
か
け

て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
と
て

も
喜
ん
で
い
ま
す
。

　今
年
度
は
、
登
下
校
や
遊

び
の
中
で
、
下
級
生
の
お
世

話
を
し
て
く
れ
て
い

た
三
名
の
六
年
生

が
卒
業
し
ま
す
。

　年
々
、
子
ど
も

が
少
な
く
な
っ
て

い
き
ま
す
が
、
今
後

も
続
け
て
子
ど
も

達
の
成
長
を
温
か

く
見
守
っ
て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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地域の 子どもたち子どもたち

地
域
の
皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ

安

広

子

供

会

夏の風物詩、流しそうめん夏の風物詩、流しそうめん

（8）……………………………………………町政を問う！（5人が登壇）

議会広報編集委員会 E-mail:gikai@town.satosho.lg.jp

　7月の豪雨で被害にあった
方々に、心よりお見舞い申し
上げます。
　暑い日が続きますので、し
っかり水分補給して熱中症に
気を付けてください。
　明るい笑顔で暑い夏を乗り
切りましょう。

（仁科千）

（2）……………………………小・中学校のエアコン、いよいよ設置へ

（4）……………………………………なぜ繰り越しになったのか（質疑）
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平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
４
日
か
ら
８
日
ま
で
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
案
は
、

平
成
30
年
度
補
正
予
算
２
件
、
条
例
の
一
部
改
正
１
件
、
里
庄
町
道
路
線
の
廃
止
１
件
、
専
決
処
分

の
承
認
２
件
、
人
事
案
件
１
件
と
工
事
請
負
契
約
の
締
結
３
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
・
認
定
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
質
問
は
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

定例
　会
定例
　会
定例
　会

6月
定
例
会

空調設備設置工事は、５月30日に指定競争入札を実施して　　　工事の請負業者が決まりました。
9月の早い時期に完了する予定です。
空調設備設置工事は、５月30日に指定競争入札を実施して　　　工事の請負業者が決まりました。
9月の早い時期に完了する予定です。

小・中学校のエアコン小・中学校のエアコン いよいよ設置へいよいよ設置へ

里庄町議会だより　No.93

エアコン設置を実施する里庄中学校

　
住
民
が
自
主
的
に
行
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
、
必
要

な
設
備
等
の
整
備
費
用
と
し

て
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補
助
金

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

G
C
東
分
館
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

　 

　
　
２
４
０
万
円
　
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対

策
の
強
化
拡
充
の
た
め
に
、

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

を
策
定
し
て
、
カ
ー
ボ
ン
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
整
備
に

向
け
た
準
備
を
行
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
計
画

　 

　
　
９
９
７
万
円

東
小
学
校

　
　
　
　４
４
５
０
万
円

西
小
学
校

　
　
　
　４
６
８
０
万
円

中
学
校

　
　
　
　５
５
２
５
万
円

エ
ア
コ
ン
工
事
、

入
札
結
果

　
今
は
使
用
し
て
い
な
い
、

G
C
里
庄
汚
水
処
理
場
の
転

落
防
止
ネ
ッ
ト
が
老
朽
化
の

た
め
危
険
な
こ
と
か
ら
取
り

替
え
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
の
空
調
設

備
（
エ
ア
コ
ン
）
新
設
改

修
工
事
の
入
札
を
５
月
30

日
に
行
い
、
参
加
指
名
業

者
は
７
〜
８
社
。
予
定
価

格
に
対
す
る
落
札
率
は
、

東
小
学
校
78
・
71
％
、
西

小
学
校
は
79
・
10
％
、
中

学
校
72
・
86
％
と
な
り
ま

し
た
。

　
小
・
中
３
校
と
も
、
㈱

報
国
電
設
が
落
札
し
ま
し

た
。

転
落
防
止
ネ
ッ
ト

取
り
替
え

　
　
　
　
　　
64
万
円

6月補正の結果
会 計 名 補正後の金額　（補正額）

（1312万円）

（690万円）

42億1332万円
1億6136万円

一 般 会 計
後期高齢者医療特別

予
算
審
査

い
ず
れ
も
原
案
可
決

　
予
算
決
算
委
員
会
で
は
、

平
成
30
年
度
補
正
予
算
２
議

案
を
関
係
当
局
の
説
明
を
求

め
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
で
は
、
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
補
助
金
と
地
球
温
暖
化

対
策
計
画
策
定
等
委
託
料
に

つ
い
て
の
質
疑
や
意
見
が
あ

り
ま
し
た
が
、
す
べ
て
全
会

一
致
で
原
案
可
決
と
な
り
ま

し
た
。

予
算
決
算
委
員
会
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小
野
章
議
員 質　

　疑
質　
　疑
質　
　疑

6月定例会

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
２
人
、
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
１
人
、
固
定
資
産
評
価

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
２
人
、
町
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
１
人
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

▼
繰
越
金
の
ト
ー
タ
ル
は

▼
世
代
交
代
が
必
要

　
　
　
　
　
　
❶
繰
越
金
は
、

ト
ー
タ
ル
で
い
く
ら
に
な
る

見
込
み
か
。

繰
越
金
の
ト
ー
タ
ル
は

仁
科
英
議
員

　
　
　
　
　
一
般
的
に
80
歳

を
過
ぎ
る
と
記
憶
力
、
思
考

力
、
判
断
力
、
行
動
力
が
低

下
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
人
は
今
、
男
性
の
平

均
寿
命
を
超
え
て
い
る
。
世

代
交
代
が
必
要
で
は
。
若
い

人
を
選
ぶ
考
え
は
な
か
っ
た

の
か
。

　
　
　
　
高
齢
だ
か
ら
、
認

知
力
・
判
断
力
が
劣
っ
て
い

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
判

断
が
で
き
、
公
平
公
正
な
立

場
で
物
事
を
考
え
ら
れ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
若
い
人
の
育
成
、
行
動
力

の
あ
る
人
を
選
任
す
る
考
え

方
は
確
か
に
あ
る
と
思
う
が
、

長
年
の
経
験
、
地
域
で
の
信

頼
度
な
ど
、
総
合
的
に
判
断

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
法
律
で
再
任
が
で
き
な
い

と
き
は
、
新
し
い
人
を
お
願

い
し
て
い
る
。

世
代
交
代
が
必
要

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
❶
５
月
31
日
で
、

全
体
で
1
億
２
３
０
０
万
の

概
算
と
な
る
見
込
み
。

総
務
課
長

　
　
　
　
　
　
❶
道
路
新
設

改
良
事
業
９
６
０
万
円
。
事

業
の
内
訳
お
よ
び
、
な
ぜ
繰

り
越
し
に
な
っ
た
か
。

❷
ど
の
部
分
の
工
事
で
、
ど

う
い
う
こ
と
で
遅
れ
た
の
か
。

❸
ど
う
し
て
時
間
が
か
か
っ

た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
❶
駅
西
踏

切
北
側
の
二
級
河
川
新
庄
川

に
か
か
る
石
橋
の
改
修
で
、

県
と
の
調
整
に
不
測
の
日
数

を
要
し
た
た
め
。

な
ぜ
繰
り
越
し
に

仁
科
英
議
員

　
ま
た
、
町
道
里
見
６
７
４

号
線
附
帯
事
業
の
う
ち
、
民

地
の
造
成
工
事
に
合
わ
せ
、

と
り
合
い
な
ど
を
施
工
す
る

工
事
で
、
関
係
者
と
の
調
整

に
不
測
の
日
数
を
要
し
た
。

❷
倉
庫
の
前
、
民
地
で
道
と

県
道
が
接
し
て
い
る
、
取
り

合
い
部
分
の
調
整
が
遅
れ
た
。

❸
南
東
の
土
地
と
の
接
し
た

と
こ
ろ
の
工
事
で
、
調
整
が

遅
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
わ
が
ま
ち
特

例
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
の
特
例
の
見
直
し

で
、
課
税
が
少
し
重
く
な
る

が
、
当
町
で
適
用
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
。

当
町
で
の
適
用
は

仁
科
英
議
員

専
決
処
分
の
承
認

固
定
資
産
評
価
委
員

　
　
　
　
　
　
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
該

当
は
な
い
。
水
質
汚
濁
法
関

係
は
今
は
な
い
が
、
将
来
的

に
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
❶
グ
リ
ー
ン

ク
レ
ス
ト
の
ネ
ッ
ト
の
取
り

換
え
64
万
８
０
０
０
円
は
、

ど
の
程
度
の
工
事
か
。

❷
駅
側
で
、
何
枚
か
ネ
ッ
ト

が
破
損
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

ど
の
程
度
の
工
事
か

放
置
か
。

　
　
　
　
　
❶
廃
止
に
な
っ

た
浄
化
槽
の
中
へ
人
・
動
物

な
り
落
ち
な
い
よ
う
に
ネ
ッ

ト
を
張
っ
て
い
る
。
今
回
、

そ
の
ネ
ッ
ト
に
穴
が
あ
い
て

町
民
課
長

い
た
の
で
や
り
直
す
工
事
。

❷
今
回
は
浄
化
槽
の
部
分
で

あ
り
、
調
整
池
の
部
分
の
フ

ェ
ン
ス
の
破
損
に
つ
い
て
は
、

農
林
建
設
課
で
修
理
す
る
。

　
　
　
　
　
生
産
性
向
上
特

措
法
は
、
内
閣
の
意
見
が
反

映
さ
れ
る
が
、
安
倍
内
閣
に

内
閣
に
有
利
な
政
策

町
条
例
等
の
一
部
改
正

繰
越
明
許
費
関
係

有
利
な
政
策
も
対
象
と
な
る

の
か
。

　
働
き
方
改
革
の
制
度
に
、

　
　
　
　
　
　
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
は
、
公
平
公
正

で
適
正
な
結
論
を
導
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
人
は

専
門
知
識
が
あ
る
の
か
。

　
勉
強
会
な
ど
は
し
て
い
る

の
か
。

　
世
代
交
代
を
図
り
、
新
し

い
人
の
養
成
、
年
齢
構
成
を

考
え
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
　
完
璧
な
知
識
は

な
い
が
、
中
立
性
を
持
っ
た

人
と
認
識
し
て
い
る
。

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
規
定
を
制
定
し
た
と
き
、

委
員
会
を
開
催
し
て
、
３
人

専
門
知
識
は
あ
る
の
か

仁
科
英
議
員

の
委
員
に
資
料
を
提
出
し
研

修
を
行
っ
た
。
今
後
も
年
１

回
程
度
の
研
修
で
研
鑽
を
積

む
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
80
歳
を
超
え
て
い

て
も
、
し
っ
か
り
し
た
判
断

能
力
が
あ
る
と
考
え
た
。

　
年
齢
の
高
い
低
い
で
人
の

能
力
を
判
断
す
る
考
え
は
持

ち
た
く
な
い
。

　
今
後
、
委
員
の
同
意
に
つ

い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え

方
の
も
と
で
必
要
で
あ
れ
ば

若
い
方
の
選
任
も
考
え
て
い

き
た
い
。

髙
田
議
員

町

　長

総
務
課
長

佐
藤
議
員

農
林
建
設
課
長

ひ
っ
か
か
る
よ
う
な
こ
と
は

な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
法
律
は
、
国

で
定
め
た
も
の
。
市
町
村
レ

ベ
ル
で
何
も
言
う
こ
と
は
な

い
。

　
問
題
は
な
い
も
の
と
考
え

て
、
こ
の
制
度
が
で
き
て
い

る
と
思
う
。

　
趣
旨
は
、
人
手
不
足
等
の

問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、

設
備
投
資
で
労
働
生
産
性
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
。
労
働
条

件
が
悪
く
な
る
と
は
、
考
え

て
い
な
い
。

町
民
課
参
事

町
民
課
参
事

町

　長

町
条
例

税
条
例
等
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
公
布
に
よ
り
、

町
の
税
条
例
等
の
一
部
改
正

し
ま
す
。

　
基
礎
控
除
の
変
更
、
加
熱

式
た
ば
こ
の
課
税
方
式
の
見

直
し
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

税
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
公
布
に
よ
り

専
決
処
分

町
の
税
条
例
の
一
部
改
正
し

ま
す
。

　
特
定
附
帯
設
備
の
取
り
扱

い
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
に
係
る
特
例
措
置

の
見
直
し
な
ど
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

　
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改

革
に
伴
い
、
字
句
等
の
改
正

と
、
低
所
得
者
層
に
対
す
る

軽
減
措
置
の
拡
大
を
図
る
た

め
の
改
正
で
す
。

一緒に作ると、おいしいね。（親子料理教室）
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小
野
章
議
員 質　

　疑
質　
　疑
質　
　疑

6月定例会

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
２
人
、
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
１
人
、
固
定
資
産
評
価

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
２
人
、
町
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
１
人
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

▼
繰
越
金
の
ト
ー
タ
ル
は

▼
世
代
交
代
が
必
要

　
　
　
　
　
　
❶
繰
越
金
は
、

ト
ー
タ
ル
で
い
く
ら
に
な
る

見
込
み
か
。

繰
越
金
の
ト
ー
タ
ル
は

仁
科
英
議
員

　
　
　
　
　
一
般
的
に
80
歳

を
過
ぎ
る
と
記
憶
力
、
思
考

力
、
判
断
力
、
行
動
力
が
低

下
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
人
は
今
、
男
性
の
平

均
寿
命
を
超
え
て
い
る
。
世

代
交
代
が
必
要
で
は
。
若
い

人
を
選
ぶ
考
え
は
な
か
っ
た

の
か
。

　
　
　
　
高
齢
だ
か
ら
、
認

知
力
・
判
断
力
が
劣
っ
て
い

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
判

断
が
で
き
、
公
平
公
正
な
立

場
で
物
事
を
考
え
ら
れ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
若
い
人
の
育
成
、
行
動
力

の
あ
る
人
を
選
任
す
る
考
え

方
は
確
か
に
あ
る
と
思
う
が
、

長
年
の
経
験
、
地
域
で
の
信

頼
度
な
ど
、
総
合
的
に
判
断

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
法
律
で
再
任
が
で
き
な
い

と
き
は
、
新
し
い
人
を
お
願

い
し
て
い
る
。

世
代
交
代
が
必
要

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
❶
５
月
31
日
で
、

全
体
で
1
億
２
３
０
０
万
の

概
算
と
な
る
見
込
み
。

総
務
課
長

　
　
　
　
　
　
❶
道
路
新
設

改
良
事
業
９
６
０
万
円
。
事

業
の
内
訳
お
よ
び
、
な
ぜ
繰

り
越
し
に
な
っ
た
か
。

❷
ど
の
部
分
の
工
事
で
、
ど

う
い
う
こ
と
で
遅
れ
た
の
か
。

❸
ど
う
し
て
時
間
が
か
か
っ

た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
❶
駅
西
踏

切
北
側
の
二
級
河
川
新
庄
川

に
か
か
る
石
橋
の
改
修
で
、

県
と
の
調
整
に
不
測
の
日
数

を
要
し
た
た
め
。

な
ぜ
繰
り
越
し
に

仁
科
英
議
員

　
ま
た
、
町
道
里
見
６
７
４

号
線
附
帯
事
業
の
う
ち
、
民

地
の
造
成
工
事
に
合
わ
せ
、

と
り
合
い
な
ど
を
施
工
す
る

工
事
で
、
関
係
者
と
の
調
整

に
不
測
の
日
数
を
要
し
た
。

❷
倉
庫
の
前
、
民
地
で
道
と

県
道
が
接
し
て
い
る
、
取
り

合
い
部
分
の
調
整
が
遅
れ
た
。

❸
南
東
の
土
地
と
の
接
し
た

と
こ
ろ
の
工
事
で
、
調
整
が

遅
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
わ
が
ま
ち
特

例
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
の
特
例
の
見
直
し

で
、
課
税
が
少
し
重
く
な
る

が
、
当
町
で
適
用
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
。

当
町
で
の
適
用
は

仁
科
英
議
員

専
決
処
分
の
承
認

固
定
資
産
評
価
委
員

　
　
　
　
　
　
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
該

当
は
な
い
。
水
質
汚
濁
法
関

係
は
今
は
な
い
が
、
将
来
的

に
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
❶
グ
リ
ー
ン

ク
レ
ス
ト
の
ネ
ッ
ト
の
取
り

換
え
64
万
８
０
０
０
円
は
、

ど
の
程
度
の
工
事
か
。

❷
駅
側
で
、
何
枚
か
ネ
ッ
ト

が
破
損
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

ど
の
程
度
の
工
事
か

放
置
か
。

　
　
　
　
　
❶
廃
止
に
な
っ

た
浄
化
槽
の
中
へ
人
・
動
物

な
り
落
ち
な
い
よ
う
に
ネ
ッ

ト
を
張
っ
て
い
る
。
今
回
、

そ
の
ネ
ッ
ト
に
穴
が
あ
い
て

町
民
課
長

い
た
の
で
や
り
直
す
工
事
。

❷
今
回
は
浄
化
槽
の
部
分
で

あ
り
、
調
整
池
の
部
分
の
フ

ェ
ン
ス
の
破
損
に
つ
い
て
は
、

農
林
建
設
課
で
修
理
す
る
。

　
　
　
　
　
生
産
性
向
上
特

措
法
は
、
内
閣
の
意
見
が
反

映
さ
れ
る
が
、
安
倍
内
閣
に

内
閣
に
有
利
な
政
策

町
条
例
等
の
一
部
改
正

繰
越
明
許
費
関
係

有
利
な
政
策
も
対
象
と
な
る

の
か
。

　
働
き
方
改
革
の
制
度
に
、

　
　
　
　
　
　
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
は
、
公
平
公
正

で
適
正
な
結
論
を
導
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
人
は

専
門
知
識
が
あ
る
の
か
。

　
勉
強
会
な
ど
は
し
て
い
る

の
か
。

　
世
代
交
代
を
図
り
、
新
し

い
人
の
養
成
、
年
齢
構
成
を

考
え
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
　
完
璧
な
知
識
は

な
い
が
、
中
立
性
を
持
っ
た

人
と
認
識
し
て
い
る
。

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
規
定
を
制
定
し
た
と
き
、

委
員
会
を
開
催
し
て
、
３
人

専
門
知
識
は
あ
る
の
か

仁
科
英
議
員

の
委
員
に
資
料
を
提
出
し
研

修
を
行
っ
た
。
今
後
も
年
１

回
程
度
の
研
修
で
研
鑽
を
積

む
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
80
歳
を
超
え
て
い

て
も
、
し
っ
か
り
し
た
判
断

能
力
が
あ
る
と
考
え
た
。

　
年
齢
の
高
い
低
い
で
人
の

能
力
を
判
断
す
る
考
え
は
持

ち
た
く
な
い
。

　
今
後
、
委
員
の
同
意
に
つ

い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え

方
の
も
と
で
必
要
で
あ
れ
ば

若
い
方
の
選
任
も
考
え
て
い

き
た
い
。

髙
田
議
員

町

　長

総
務
課
長

佐
藤
議
員

農
林
建
設
課
長

ひ
っ
か
か
る
よ
う
な
こ
と
は

な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
法
律
は
、
国

で
定
め
た
も
の
。
市
町
村
レ

ベ
ル
で
何
も
言
う
こ
と
は
な

い
。

　
問
題
は
な
い
も
の
と
考
え

て
、
こ
の
制
度
が
で
き
て
い

る
と
思
う
。

　
趣
旨
は
、
人
手
不
足
等
の

問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、

設
備
投
資
で
労
働
生
産
性
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
。
労
働
条

件
が
悪
く
な
る
と
は
、
考
え

て
い
な
い
。

町
民
課
参
事

町
民
課
参
事

町

　長

町
条
例

税
条
例
等
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
公
布
に
よ
り
、

町
の
税
条
例
等
の
一
部
改
正

し
ま
す
。

　
基
礎
控
除
の
変
更
、
加
熱

式
た
ば
こ
の
課
税
方
式
の
見

直
し
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

税
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
公
布
に
よ
り

専
決
処
分

町
の
税
条
例
の
一
部
改
正
し

ま
す
。

　
特
定
附
帯
設
備
の
取
り
扱

い
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
に
係
る
特
例
措
置

の
見
直
し
な
ど
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

　
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改

革
に
伴
い
、
字
句
等
の
改
正

と
、
低
所
得
者
層
に
対
す
る

軽
減
措
置
の
拡
大
を
図
る
た

め
の
改
正
で
す
。

一緒に作ると、おいしいね。（親子料理教室）
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賛
否
表

　
町
道
路
線
の
廃
止
の
１
議

案
を
審
査
す
る
た
め
、
６
月

４
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

現
地
調
査
後
、
農
林
建
設
課

の
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
、

慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
庄
地
区
の
工
場
跡
地
と

国
道
２
号
線
を
横
断
す
る
町

道
は
、
工
場
建
設
時
に
廃
道

す
べ
き
も
の
が
、
現
在
ま
で

残
っ
て
い
た
。

　
そ
の
後
の
国
土
調
査
時
に

な
ぜ
整
理
し
な
か
っ
た
の
か
、

終
点
部
分
か
ら
別
の
路
線
へ

の
接
続
に
問
題
は
な
い
の
か

な
ど
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

が
、
問
題
は
な
い
と
の
判
断

で
、
全
会
一
致
で
認
定
し
ま

し
た
。

町
道
路
線
の
廃
止

町道新庄 277号線

人  

事

固
定
資
産
税
評
価
審
査

委
員
会
委
員

里
庄
町
大
字
里
見

吉
澤
　
信
也 

氏

議
員
研
修

注） 議長は採決に加わりません。（賛否が同数の場合を除く。）

賛否表
○…賛成　×…反対　退…退席　欠…欠席

小
野
光
三

岡
本
雅
道

髙
田
卓
司

眞
野
博
文

仁
科
英
麿

小
野
光
章

佐
藤
耕
三

仁
科
千
鶴
子

議決結果
岡
村
咲
津
紀議案名

議員名

議案第31号　専決処分の承認を求めることについて（税条例一部改正） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○平成30年度里庄町後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号）議案第35号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認○平成29年度里庄町一般会計繰越明許費繰越
計算書の報告について

報告第 １号

６
月
定
例
会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認○平成29年度里庄町水道事業会計予算繰越計

算書の報告について
報告第 2号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認○平成29年度里庄町公共下水道事業会計予算
繰越計算書の報告について

報告第 3号

議案第32号　専決処分の承認を求めることについて（国保税条例一部改正） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認
議案第33号　里庄町税条例等の一部改正について ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第34号　平成30年度里庄町一般会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第36号　里庄町道路線の廃止について ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第37号　固定資産評価審査委員会委員の選任について ○× ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 同　意

議案第38号　工事請負契約の締結について ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第39号　工事請負契約の締結について ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第40号　工事請負契約の締結について ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認○里庄町土地開発公社の経営状況の報告について報告第 4号

　全国町村議会広報コンクールで、最優秀
賞を受賞しています。
　その編集方針について、細かく説明があ
りました。
　取り組みの着眼点として
①読み手側に立った、わかりやすい広報
②町民参加の広報を目指し、インタビュー・
　特集記事を取り入れ、町民の声を積極的
　に掲載などの内容でした。
　今後の私達の活動に生かし、充実した議
会だよりを目指したいと、感じながら寄居
町議会を後にしました。

議会広報編集委員会

岡山県町村議会議員研修

　研究者の方々の
説明に情熱を感
じ、同時に仁科芳
雄博士を私たち以
上に敬愛する想い
に心を打たれまし
た。
　仁科博士のおか
げで理化学研究所
と友好な関係を維
持できることは非常に有難い事です。今後
もこの関係を維持していくべきと強く感じま
した。
　科学に興味を持つ子ども達にとり、非常
に良い経験になると確信しました。

文：仁科千

　７月５日、県内の町村議会議員を対象に
行われた研修会に、里庄町の議員全員が
参加しました。
　午前中の研修は、「議員の危機管理～災
害時における議会・議員の対応」について、
同志社大学大学院総合政策科学研究科教
授の新川達郎氏から話を聞き、午後からは、
「これからの政局・政治展望」について、ジ
ャーナリストの須田慎一郎氏から話を聞き
ました。
　「議員の危機管理～」では、行政が要と
なる災害対策や緊急時に、議会は蚊帳の外
となっていたり、議員の個人プレーで邪魔
となるケース。また、過去の大規模災害で

は、高額な復興関連予算が専決処分で処理
され、議会で審議されなかったケースなど
の話を聞きました。
　考えてみれば、災
害等の議会対応は十
分ではなく、災害対
策のルール化や復興
に向けた委員会の設
置、平常時の防災計
画など、早急に検討し
なければならないと
感じました。

文：眞野

研修・視察研修・視察

議会広報編集委員会では、５月15日から３日間の日程で視察研修を行いました。

〈埼玉県寄居町議会〉 〈理化学研究所〉
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賛
否
表

　
町
道
路
線
の
廃
止
の
１
議

案
を
審
査
す
る
た
め
、
６
月

４
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

現
地
調
査
後
、
農
林
建
設
課

の
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
、

慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
庄
地
区
の
工
場
跡
地
と

国
道
２
号
線
を
横
断
す
る
町

道
は
、
工
場
建
設
時
に
廃
道

す
べ
き
も
の
が
、
現
在
ま
で

残
っ
て
い
た
。

　
そ
の
後
の
国
土
調
査
時
に

な
ぜ
整
理
し
な
か
っ
た
の
か
、

終
点
部
分
か
ら
別
の
路
線
へ

の
接
続
に
問
題
は
な
い
の
か

な
ど
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

が
、
問
題
は
な
い
と
の
判
断

で
、
全
会
一
致
で
認
定
し
ま

し
た
。

町
道
路
線
の
廃
止

町道新庄 277号線

人  

事

固
定
資
産
税
評
価
審
査

委
員
会
委
員

里
庄
町
大
字
里
見

吉
澤
　
信
也 

氏

議
員
研
修

注） 議長は採決に加わりません。（賛否が同数の場合を除く。）

賛否表
○…賛成　×…反対　退…退席　欠…欠席

小
野
光
三

岡
本
雅
道

髙
田
卓
司

眞
野
博
文

仁
科
英
麿

小
野
光
章

佐
藤
耕
三

仁
科
千
鶴
子

議決結果
岡
村
咲
津
紀議案名

議員名

議案第31号　専決処分の承認を求めることについて（税条例一部改正） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○平成30年度里庄町後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号）議案第35号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認○平成29年度里庄町一般会計繰越明許費繰越
計算書の報告について

報告第 １号

６
月
定
例
会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認○平成29年度里庄町水道事業会計予算繰越計

算書の報告について
報告第 2号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認○平成29年度里庄町公共下水道事業会計予算
繰越計算書の報告について

報告第 3号

議案第32号　専決処分の承認を求めることについて（国保税条例一部改正） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認
議案第33号　里庄町税条例等の一部改正について ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第34号　平成30年度里庄町一般会計補正予算（第１号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第36号　里庄町道路線の廃止について ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第37号　固定資産評価審査委員会委員の選任について ○× ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 同　意

議案第38号　工事請負契約の締結について ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第39号　工事請負契約の締結について ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第40号　工事請負契約の締結について ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認○里庄町土地開発公社の経営状況の報告について報告第 4号

　全国町村議会広報コンクールで、最優秀
賞を受賞しています。
　その編集方針について、細かく説明があ
りました。
　取り組みの着眼点として
①読み手側に立った、わかりやすい広報
②町民参加の広報を目指し、インタビュー・
　特集記事を取り入れ、町民の声を積極的
　に掲載などの内容でした。
　今後の私達の活動に生かし、充実した議
会だよりを目指したいと、感じながら寄居
町議会を後にしました。

議会広報編集委員会

岡山県町村議会議員研修

　研究者の方々の
説明に情熱を感
じ、同時に仁科芳
雄博士を私たち以
上に敬愛する想い
に心を打たれまし
た。
　仁科博士のおか
げで理化学研究所
と友好な関係を維
持できることは非常に有難い事です。今後
もこの関係を維持していくべきと強く感じま
した。
　科学に興味を持つ子ども達にとり、非常
に良い経験になると確信しました。

文：仁科千

　７月５日、県内の町村議会議員を対象に
行われた研修会に、里庄町の議員全員が
参加しました。
　午前中の研修は、「議員の危機管理～災
害時における議会・議員の対応」について、
同志社大学大学院総合政策科学研究科教
授の新川達郎氏から話を聞き、午後からは、
「これからの政局・政治展望」について、ジ
ャーナリストの須田慎一郎氏から話を聞き
ました。
　「議員の危機管理～」では、行政が要と
なる災害対策や緊急時に、議会は蚊帳の外
となっていたり、議員の個人プレーで邪魔
となるケース。また、過去の大規模災害で

は、高額な復興関連予算が専決処分で処理
され、議会で審議されなかったケースなど
の話を聞きました。
　考えてみれば、災
害等の議会対応は十
分ではなく、災害対
策のルール化や復興
に向けた委員会の設
置、平常時の防災計
画など、早急に検討し
なければならないと
感じました。

文：眞野

研修・視察研修・視察

議会広報編集委員会では、５月15日から３日間の日程で視察研修を行いました。

〈埼玉県寄居町議会〉 〈理化学研究所〉
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一
般
質
問 一般

質問
一般
質問
一般
質問

6月定例会

町
政
を
問
う

5人の議員が登壇して質問！

① 町指定のごみ袋の販売店の拡大を
② マコモタケの生産・ブランド化
③ 健康診断の申し込み

佐藤 耕三 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12P

① 厳しい財政状況の中、支出の削減
髙田 卓司 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14P

① ため池の保全管理
岡本 雅道 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15P

① 一定の事前運動の規制緩和と、選挙公報の発行
② 土地利用計画の策定

仁科 英麿 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11P

① 学童保育に作業療法士を
岡村 咲津紀 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13P

※一般質問の原稿は質問者が作成しています。

❶
選
挙
事
務
所
開

き
、
特
定
の
人
の

当
選
目
的
の
決
起
集
会
、
出

陣
式
、
個
人
演
説
会
、
遊
説

コ
ー
ス
の
お
知
ら
せ
、
こ
の

５
つ
は
、
書
き
方
の
様
式
・

文
言
、
口
頭
で
の
言
い
方
を

具
体
的
に
示
し
、
こ
れ
に
限

っ
て
は
い
い
と
、
公
選
法
の

改
正
に
つ
い
て
運
動
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

❷
政
治
活
動
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
選
挙
の
公
約
を
書
い
た

ら
、
事
前
運
動
に
な
る
。

　
選
挙
公
報
を
発
行
す
べ
き
。

　
町
長
、
選
管
の
意
見
は
。

❶
政
治
活
動
と
選

挙
運
動
の
線
引
き

は
非
常
に
難
し
い
、
公
選
法

の
解
釈
も
本
当
に
複
雑
だ
な

と
感
じ
た
。

　
５
つ
の
点
も
、
本
当
に
難

し
い
と
い
う
の
が
実
感
だ
が
、

公
平
で
公
正
な
選
挙
を
行
う

た
め
に
も
、
そ
う
い
う
規
制

は
必
要
と
考
え
る
。

　
制
度
改
正
を
国
に
働
き
か

け
る
予
定
は
な
い
。

仁
科

　英
麿 

議
員

公職選挙法の改正について運動すべき
　　選管事務局長／国に働きかけることは考えていない

問

❶
選
管
と
し
て
国

に
働
き
か
け
る
こ

と
は
、
考
え
て
い
な
い
。

　
考
え
方
は
千
差
万
別
で
あ

り
、
そ
れ
を
統
一
的
に
示
す

こ
と
は
難
し
い
。

❷
短
期
間
に
印
刷
・
配
布
で

き
る
か
、
経
費
な
ど
、
来
年

の
統
一
選
挙
に
向
け
て
、
研

究
、
議
論
し
た
い
。

　
発
行
に
は
、
条
例
が
必
要
。

き
め
細
か
い
土
地
利
用
計
画
が
必
要

町
長
／
必
要
に
な
れ
ば
考
え
て
い
く

❶
今
里
庄
町
で
は
、

至
る
と
こ
ろ
で
ス

プ
ロ
ー
ル
（
虫
く
い
）
が
起

き
て
い
る
と
感
じ
る
が
、
町

長
の
認
識
は
。

　
今
後
の
対
策
は
。

　
開
発
指
導
要
綱
や
農
地
転

用
の
基
本
と
な
る
土
地
利
用

計
画
（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
）
を
定

め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
よ
り
も
っ

と
き
め
細
か
い
ゾ
ー
ニ
ン
グ

が
必
要
。

❷
扶
桑
薬
品
の
向
か
い
に
機

械
工
場
が
来
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
町
や
県
の
努
力
に
よ

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
企
業
誘
致
は
、
用
地
を
具

体
的
に
決
め
、
こ
の
価
格
で

何
平
米
で
ど
う
か
と
売
り
込

ま
な
け
れ
ば
進
ま
な
い
。

　
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
も
そ

う
い
う
土
地
利
用
計
画
が
必

要
だ
。
町
長
の
考
え
は
。

❸
企
業
立
地
促
進
奨
励
金
交

付
要
綱
が
地
方
自
治
法
第
２

問

２
２
条
第
２
項
に
違
反
し
て

い
な
い
か
。

　
早
め
早
め
に
議
会
と
相
談

す
べ
き
で
は
。

❶
ス
プ
ロ
ー
ル
化

と
言
わ
れ
る
ミ
ニ

開
発
が
多
い
の
は
事
実
。

　
線
引
き
が
な
く
、
用
途
指

定
も
な
い
か
ら
こ
そ
、
企
業

誘
致
や
宅
地
開
発
が
進
ん
だ

の
も
事
実
。

　
開
発
指
導
要
綱
の
適
切
な

運
用
に
よ
り
、
対
応
し
た
い
。

　
里
庄
町
都
市
計
画
マ
ス
タ

町
長

選
管
事
務

局

　
　長

ー
プ
ラ
ン
で
も
、
土
地
利
用

の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
し
て
お
り
、

新
た
に
策
定
し
て
も
、
現
状

と
余
り
変
わ
ら
な
い
が
、
方

向
性
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

定
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

❷
ゾ
ー
ニ
ン
グ
は

現
在
あ
る
。
こ
れ

か
ら
も
必
要
に
な
れ
ば
考
え

て
い
く
。

　
企
業
立
地
候
補
地
に
つ
い

て
も
、
情
報
提
供
も
し
、
情

報
収
集
も
し
て
、
立
地
が
進

む
よ
う
に
取
り
組
む
。

❸
違
反
は
し
て
い

な
い
。
事
前
に
決

ま
り
次
第
、
報
告
す
る
。

農
林
建
設

課

　
　長

町
長

企
画
商
工

課

　
　長

工事が進む開発 おいしい桃が、今年もたくさん採れました。
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一
般
質
問 一般

質問
一般
質問
一般
質問

6月定例会

町
政
を
問
う

5人の議員が登壇して質問！

① 町指定のごみ袋の販売店の拡大を
② マコモタケの生産・ブランド化
③ 健康診断の申し込み

佐藤 耕三 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12P

① 厳しい財政状況の中、支出の削減
髙田 卓司 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14P

① ため池の保全管理
岡本 雅道 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15P

① 一定の事前運動の規制緩和と、選挙公報の発行
② 土地利用計画の策定

仁科 英麿 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11P

① 学童保育に作業療法士を
岡村 咲津紀 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13P

※一般質問の原稿は質問者が作成しています。

❶
選
挙
事
務
所
開

き
、
特
定
の
人
の

当
選
目
的
の
決
起
集
会
、
出

陣
式
、
個
人
演
説
会
、
遊
説

コ
ー
ス
の
お
知
ら
せ
、
こ
の

５
つ
は
、
書
き
方
の
様
式
・

文
言
、
口
頭
で
の
言
い
方
を

具
体
的
に
示
し
、
こ
れ
に
限

っ
て
は
い
い
と
、
公
選
法
の

改
正
に
つ
い
て
運
動
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

❷
政
治
活
動
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
選
挙
の
公
約
を
書
い
た

ら
、
事
前
運
動
に
な
る
。

　
選
挙
公
報
を
発
行
す
べ
き
。

　
町
長
、
選
管
の
意
見
は
。

❶
政
治
活
動
と
選

挙
運
動
の
線
引
き

は
非
常
に
難
し
い
、
公
選
法

の
解
釈
も
本
当
に
複
雑
だ
な

と
感
じ
た
。

　
５
つ
の
点
も
、
本
当
に
難

し
い
と
い
う
の
が
実
感
だ
が
、

公
平
で
公
正
な
選
挙
を
行
う

た
め
に
も
、
そ
う
い
う
規
制

は
必
要
と
考
え
る
。

　
制
度
改
正
を
国
に
働
き
か

け
る
予
定
は
な
い
。

仁
科

　英
麿 

議
員

公職選挙法の改正について運動すべき
　　選管事務局長／国に働きかけることは考えていない

問

❶
選
管
と
し
て
国

に
働
き
か
け
る
こ

と
は
、
考
え
て
い
な
い
。

　
考
え
方
は
千
差
万
別
で
あ

り
、
そ
れ
を
統
一
的
に
示
す

こ
と
は
難
し
い
。

❷
短
期
間
に
印
刷
・
配
布
で

き
る
か
、
経
費
な
ど
、
来
年

の
統
一
選
挙
に
向
け
て
、
研

究
、
議
論
し
た
い
。

　
発
行
に
は
、
条
例
が
必
要
。

き
め
細
か
い
土
地
利
用
計
画
が
必
要

町
長
／
必
要
に
な
れ
ば
考
え
て
い
く

❶
今
里
庄
町
で
は
、

至
る
と
こ
ろ
で
ス

プ
ロ
ー
ル
（
虫
く
い
）
が
起

き
て
い
る
と
感
じ
る
が
、
町

長
の
認
識
は
。

　
今
後
の
対
策
は
。

　
開
発
指
導
要
綱
や
農
地
転

用
の
基
本
と
な
る
土
地
利
用

計
画
（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
）
を
定

め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
よ
り
も
っ

と
き
め
細
か
い
ゾ
ー
ニ
ン
グ

が
必
要
。

❷
扶
桑
薬
品
の
向
か
い
に
機

械
工
場
が
来
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
町
や
県
の
努
力
に
よ

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
企
業
誘
致
は
、
用
地
を
具

体
的
に
決
め
、
こ
の
価
格
で

何
平
米
で
ど
う
か
と
売
り
込

ま
な
け
れ
ば
進
ま
な
い
。

　
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
も
そ

う
い
う
土
地
利
用
計
画
が
必

要
だ
。
町
長
の
考
え
は
。

❸
企
業
立
地
促
進
奨
励
金
交

付
要
綱
が
地
方
自
治
法
第
２

問

２
２
条
第
２
項
に
違
反
し
て

い
な
い
か
。

　
早
め
早
め
に
議
会
と
相
談

す
べ
き
で
は
。

❶
ス
プ
ロ
ー
ル
化

と
言
わ
れ
る
ミ
ニ

開
発
が
多
い
の
は
事
実
。

　
線
引
き
が
な
く
、
用
途
指

定
も
な
い
か
ら
こ
そ
、
企
業

誘
致
や
宅
地
開
発
が
進
ん
だ

の
も
事
実
。

　
開
発
指
導
要
綱
の
適
切
な

運
用
に
よ
り
、
対
応
し
た
い
。

　
里
庄
町
都
市
計
画
マ
ス
タ

町
長

選
管
事
務

局

　
　長

ー
プ
ラ
ン
で
も
、
土
地
利
用

の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
し
て
お
り
、

新
た
に
策
定
し
て
も
、
現
状

と
余
り
変
わ
ら
な
い
が
、
方

向
性
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

定
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

❷
ゾ
ー
ニ
ン
グ
は

現
在
あ
る
。
こ
れ

か
ら
も
必
要
に
な
れ
ば
考
え

て
い
く
。

　
企
業
立
地
候
補
地
に
つ
い

て
も
、
情
報
提
供
も
し
、
情

報
収
集
も
し
て
、
立
地
が
進

む
よ
う
に
取
り
組
む
。

❸
違
反
は
し
て
い

な
い
。
事
前
に
決

ま
り
次
第
、
報
告
す
る
。

農
林
建
設

課

　
　長

町
長

企
画
商
工

課

　
　長

工事が進む開発 おいしい桃が、今年もたくさん採れました。
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ただ今、楽しく勉強中（里庄西学童保育）

一
般
質
問

一
般
質
問里

庄
で
は
日
用
品

は
多
く
の
人
が
浅

口
と
笠
岡
で
購
入
を
し
て
い

る
。

町
指
定
の
ご
み
袋
も
町
外
で

も
買
え
る
よ
う
に
で
き
な
い

か
。

町
内
商
店
支
援
の

観
点
か
ら
、
今
は

町
内
商
店
以
外
で
販
売
す
る

考
え
は
な
い
。　
　

　
今
後
価
格
を
見
直
す
中
で
、

動
向
を
み
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問

佐藤　耕三 議員

ご
み
袋
、町
外
で
買
え
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　町
民
課
長
／
価
格
を
見
直
す
中
で
検
討
す
る

共
働
き
や
ひ
と
り

親
家
庭
の
子
ど
も

達
が
、
放
課
後
や
学
校
休
業

日
に
安
全
に
安
心
し
て
過
ご

せ
る
場
を
求
め
る
声
は
年
々

高
ま
っ
て
お
り
、
学
童
保
育

の
整
備
は
、
社
会
的
に
も
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

「
た
だ
い
ま
」、「
お
帰
り
」

で
始
ま
る
学
童
保
育
の
生
活

は
、
保
護
者
と
指
導
員
の
伝

え
合
い
が
鍵
と
な
り
、
お
迎

え
時
の
会
話
や
保
護
者
会
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

最
も
重
要
で
あ
る
。

　
困
難
を
抱
え
た
家
庭
の
子

ど
も
も
少
な
く
な
い
。

　
全
国
的
に
、
施
設
や
指
導

員
に
か
か
わ
る
条
件
整
備
が

最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　
町
の
学
童
保
育
の
現
状
や

課
題
は
。

　
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童

が
い
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
の

か
。

　
倉
敷
市
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
「
二
福
の
び
の
び
ク
ラ

ブ
」
で
は
、
作
業
療
法
士
に

よ
る
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

岡
村
咲
津
紀 

議
員

学童保育に作業療法士を
　　　教委事務局長／現在導入は考えていない

問

３１年度以降どうするのか
　  農林建設課参事／経費を抑制しながら取り組む

❶
昨
年
、
町
の
有

志
が
マ
コ
モ
タ
ケ

の
栽
培
を
し
て
い
た
と
こ
ろ

は
耕
作
を
し
て
い
な
い
農
地

に
な
る
の
か
。
そ
こ
に
も
補

助
を
出
す
の
か
。

❷
何
年
か
の
契
約
に
し
て
、

そ
れ
以
内
に
や
め
た
場
合
は

補
助
金
を
返
す
と
い
う
考
え

で
や
ら
な
け
れ
ば
、
単
に
補

助
金
を
出
し
無
駄
に
終
わ
る

の
で
は
。

❸
町
外
の
人
が
や
れ
ば
里
庄

の
税
金
と
し
て
入
っ
て
こ
な

い
。
こ
れ
に
対
し
て
も
補
助

金
を
出
す
の
か
。

❹
31
年
ま
で
の
３
年
計
画
。

そ
れ
以
降
交
付
金
は
出
な
い

が
ど
う
す
る
の
か
。

❶
作
付
け
を
し
て

い
た
人
が
今
年
度

問
折
り
紙
や
音
楽
、
絵
画
、
ト

ラ
ン
プ
、
将
棋
な
ど
の
遊
び

や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
日
常

生
活
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

よ
う
、
具
体
的
な
支
援
が
可

能
で
あ
り
、
遊
び
を
中
心
と

し
た
学
童
生
活
の
中
で
、
ど

の
よ
う
な
配
慮
や
生
活
を
す

れ
ば
い
い
の
か
、
具
体
的
な

支
援
が
受
け
ら
れ
る
と
ス
タ

ッ
フ
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

　
町
は
、
作
業
療
法
士
を
導

入
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

町
内
の
学
童
保
育

の
利
用
人
数
は
、

東
学
童
ク
ラ
ブ
が
51
名
、
西

学
童
ク
ラ
ブ
が
１
２
６
名
で

あ
る
。

　
課
題
は
、
支
援
員
の
人
材

確
保
で
あ
る
。
支
援
員
は
、

児
童
の
確
認
や
見
守
り
を
初

め
、
宿
題
等
も
含
め
て
の
サ

ポ
ー
ト
。
ク
ラ
ブ
内
の
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
や
運
営
、
事
務

処
理
や
保
護
者
の
対
応
な
ど

の
役
割
が
あ
る
中
、
確
保
が

難
し
い
。
処
遇
改
善
や
広
報

を
行
い
、
運
営
委
員
、
支
援

員
、
保
護
者
と
協
力
を
し
な

が
ら
確
保
に
努
め
て
い
る
。

限
り
で
や
め
、
来
年
度
新
し

い
人
が
始
め
る
場
合
に
は
、

補
助
の
対
象
と
し
て
考
え
て

い
る
。　
作
付
を
や
め
た
時

点
で
、
耕
作
を
し
て
い
な
い

土
地
と
理
解
す
る
。

❷
補
助
金
は
、
31
年
度
ま
で

の
３
年
間
。

❸
マ
コ
モ
タ
ケ
の
イ
メ
ー
ジ

を
域
外
へ
普
及
さ
せ
る
た
め

に
補
助
金
を
出
す

❹
現
在
と
全
く
同
じ
内
容
の

事
業
を
継
続
し
て
い
く
予
定

は
な
い
が
、
経
費
を
抑
制
し

な
が
ら
、
生
産
量
の
拡
大
、

荒
廃
農
地
解
消
対
策
、
農
業

振
興
対
策
と
し
て
、
生
産
者

を
募
集
し
な
が
ら
ブ
ラ
ン
ド

維
持
及
び
拡
大
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　
普
及
促
進
に
つ
い
て
は
、

チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

町
民

課
長

農
林
建
設
課

参

　
　事

広
報
媒
体
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動

な
ど
で
事
業
の
推
進
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　

教
委
事
務

局

　
　長

　
支
援
が
必
要
な
児
童
は
複

数
名
い
る
。

　
支
援
の
必
要
な
児
童
へ
の

対
応
は
、
支
援
員
が
個
別
に

対
応
を
し
て
い
る
児
童
も
い

れ
ば
、
ほ
か
の
児
童
と
一
緒

に
集
団
生
活
を
行
う
児
童
が

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
支
援
員
は
、
受
け
入
れ
に

つ
い
て
、
児
童
の
様
子
を
見

た
上
で
、
個
別
に
支
援
を
行

う
べ
き
か
、
集
団
生
活
の
中

で
支
援
す
る
か
を
検
討
し
て

い
る
。

　
学
校
か
ら
の
情
報
や
教
育

委
員
会
と
の
相
談
も
含
め
、

ど
の
よ
う
に
支
援
を
行
う
の

が
一
番
適
切
か
、
児
童
に
と

っ
て
も
効
果
的
か
を
、
相
談

し
環
境
を
整
え
て
い
る
。

　
学
校
と
の
情
報
連
携
を
密

に
行
い
、
本
年
度
か
ら
発
達

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

の
相
談
体
制
も
で
き
て
い
る
。

学
童
ク
ラ
ブ
に
、
作
業
療
法

士
を
導
入
す
る
こ
と
は
現
在

考
え
て
い
な
い
。

申込書、直送しては
　　　健康福祉課長／申し出があれば対応する

健
康
診
断
の
申
し

込
み
書
か
ら
、
生

年
月
日
等
の
個
人
情
報
が
漏

れ
る
こ
と
を
懸
念
を
し
て
い

る
人
も
い
る
。

　
直
送
す
る
考
え
は
。

愛
育
委
員
に
受
診

勧
奨
し
て
も
ら
い

受
診
率
は
近
隣
の
市
町
に
比

べ
高
い
。　

　
受
診
に
よ
り
病
気
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
繋
が
り
、

医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が

っ
て
い
る
と
思
う
。　
　
　

　
皆
さ
ん
の
事
情
が
あ
る
と

思
う
の
で
、
役
場
に
直
送
し

て
ほ
し
い
と
い
う
申
し
出
が

あ
れ
ば
対
応
し
て
い
る
。

問
健
康
福
祉

課

　
　長
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ただ今、楽しく勉強中（里庄西学童保育）

一
般
質
問

一
般
質
問里

庄
で
は
日
用
品

は
多
く
の
人
が
浅

口
と
笠
岡
で
購
入
を
し
て
い

る
。

町
指
定
の
ご
み
袋
も
町
外
で

も
買
え
る
よ
う
に
で
き
な
い

か
。

町
内
商
店
支
援
の

観
点
か
ら
、
今
は

町
内
商
店
以
外
で
販
売
す
る

考
え
は
な
い
。　
　

　
今
後
価
格
を
見
直
す
中
で
、

動
向
を
み
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問

佐藤　耕三 議員

ご
み
袋
、町
外
で
買
え
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　町
民
課
長
／
価
格
を
見
直
す
中
で
検
討
す
る

共
働
き
や
ひ
と
り

親
家
庭
の
子
ど
も

達
が
、
放
課
後
や
学
校
休
業

日
に
安
全
に
安
心
し
て
過
ご

せ
る
場
を
求
め
る
声
は
年
々

高
ま
っ
て
お
り
、
学
童
保
育

の
整
備
は
、
社
会
的
に
も
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

「
た
だ
い
ま
」、「
お
帰
り
」

で
始
ま
る
学
童
保
育
の
生
活

は
、
保
護
者
と
指
導
員
の
伝

え
合
い
が
鍵
と
な
り
、
お
迎

え
時
の
会
話
や
保
護
者
会
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

最
も
重
要
で
あ
る
。

　
困
難
を
抱
え
た
家
庭
の
子

ど
も
も
少
な
く
な
い
。

　
全
国
的
に
、
施
設
や
指
導

員
に
か
か
わ
る
条
件
整
備
が

最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　
町
の
学
童
保
育
の
現
状
や

課
題
は
。

　
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童

が
い
る
の
か
。
ま
た
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
の

か
。

　
倉
敷
市
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
「
二
福
の
び
の
び
ク
ラ

ブ
」
で
は
、
作
業
療
法
士
に

よ
る
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

岡
村
咲
津
紀 

議
員

学童保育に作業療法士を
　　　教委事務局長／現在導入は考えていない

問

３１年度以降どうするのか
　  農林建設課参事／経費を抑制しながら取り組む

❶
昨
年
、
町
の
有

志
が
マ
コ
モ
タ
ケ

の
栽
培
を
し
て
い
た
と
こ
ろ

は
耕
作
を
し
て
い
な
い
農
地

に
な
る
の
か
。
そ
こ
に
も
補

助
を
出
す
の
か
。

❷
何
年
か
の
契
約
に
し
て
、

そ
れ
以
内
に
や
め
た
場
合
は

補
助
金
を
返
す
と
い
う
考
え

で
や
ら
な
け
れ
ば
、
単
に
補

助
金
を
出
し
無
駄
に
終
わ
る

の
で
は
。

❸
町
外
の
人
が
や
れ
ば
里
庄

の
税
金
と
し
て
入
っ
て
こ
な

い
。
こ
れ
に
対
し
て
も
補
助

金
を
出
す
の
か
。

❹
31
年
ま
で
の
３
年
計
画
。

そ
れ
以
降
交
付
金
は
出
な
い

が
ど
う
す
る
の
か
。

❶
作
付
け
を
し
て

い
た
人
が
今
年
度

問
折
り
紙
や
音
楽
、
絵
画
、
ト

ラ
ン
プ
、
将
棋
な
ど
の
遊
び

や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
日
常

生
活
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

よ
う
、
具
体
的
な
支
援
が
可

能
で
あ
り
、
遊
び
を
中
心
と

し
た
学
童
生
活
の
中
で
、
ど

の
よ
う
な
配
慮
や
生
活
を
す

れ
ば
い
い
の
か
、
具
体
的
な

支
援
が
受
け
ら
れ
る
と
ス
タ

ッ
フ
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

　
町
は
、
作
業
療
法
士
を
導

入
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

町
内
の
学
童
保
育

の
利
用
人
数
は
、

東
学
童
ク
ラ
ブ
が
51
名
、
西

学
童
ク
ラ
ブ
が
１
２
６
名
で

あ
る
。

　
課
題
は
、
支
援
員
の
人
材

確
保
で
あ
る
。
支
援
員
は
、

児
童
の
確
認
や
見
守
り
を
初

め
、
宿
題
等
も
含
め
て
の
サ

ポ
ー
ト
。
ク
ラ
ブ
内
の
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
や
運
営
、
事
務

処
理
や
保
護
者
の
対
応
な
ど

の
役
割
が
あ
る
中
、
確
保
が

難
し
い
。
処
遇
改
善
や
広
報

を
行
い
、
運
営
委
員
、
支
援

員
、
保
護
者
と
協
力
を
し
な

が
ら
確
保
に
努
め
て
い
る
。

限
り
で
や
め
、
来
年
度
新
し

い
人
が
始
め
る
場
合
に
は
、

補
助
の
対
象
と
し
て
考
え
て

い
る
。　
作
付
を
や
め
た
時

点
で
、
耕
作
を
し
て
い
な
い

土
地
と
理
解
す
る
。

❷
補
助
金
は
、
31
年
度
ま
で

の
３
年
間
。

❸
マ
コ
モ
タ
ケ
の
イ
メ
ー
ジ

を
域
外
へ
普
及
さ
せ
る
た
め

に
補
助
金
を
出
す

❹
現
在
と
全
く
同
じ
内
容
の

事
業
を
継
続
し
て
い
く
予
定

は
な
い
が
、
経
費
を
抑
制
し

な
が
ら
、
生
産
量
の
拡
大
、

荒
廃
農
地
解
消
対
策
、
農
業

振
興
対
策
と
し
て
、
生
産
者

を
募
集
し
な
が
ら
ブ
ラ
ン
ド

維
持
及
び
拡
大
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　
普
及
促
進
に
つ
い
て
は
、

チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

町
民

課
長

農
林
建
設
課

参

　
　事

広
報
媒
体
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動

な
ど
で
事
業
の
推
進
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　

教
委
事
務

局

　
　長

　
支
援
が
必
要
な
児
童
は
複

数
名
い
る
。

　
支
援
の
必
要
な
児
童
へ
の

対
応
は
、
支
援
員
が
個
別
に

対
応
を
し
て
い
る
児
童
も
い

れ
ば
、
ほ
か
の
児
童
と
一
緒

に
集
団
生
活
を
行
う
児
童
が

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
支
援
員
は
、
受
け
入
れ
に

つ
い
て
、
児
童
の
様
子
を
見

た
上
で
、
個
別
に
支
援
を
行

う
べ
き
か
、
集
団
生
活
の
中

で
支
援
す
る
か
を
検
討
し
て

い
る
。

　
学
校
か
ら
の
情
報
や
教
育

委
員
会
と
の
相
談
も
含
め
、

ど
の
よ
う
に
支
援
を
行
う
の

が
一
番
適
切
か
、
児
童
に
と

っ
て
も
効
果
的
か
を
、
相
談

し
環
境
を
整
え
て
い
る
。

　
学
校
と
の
情
報
連
携
を
密

に
行
い
、
本
年
度
か
ら
発
達

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

の
相
談
体
制
も
で
き
て
い
る
。

学
童
ク
ラ
ブ
に
、
作
業
療
法

士
を
導
入
す
る
こ
と
は
現
在

考
え
て
い
な
い
。

申込書、直送しては
　　　健康福祉課長／申し出があれば対応する

健
康
診
断
の
申
し

込
み
書
か
ら
、
生

年
月
日
等
の
個
人
情
報
が
漏

れ
る
こ
と
を
懸
念
を
し
て
い

る
人
も
い
る
。

　
直
送
す
る
考
え
は
。

愛
育
委
員
に
受
診

勧
奨
し
て
も
ら
い

受
診
率
は
近
隣
の
市
町
に
比

べ
高
い
。　

　
受
診
に
よ
り
病
気
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
に
繋
が
り
、

医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が

っ
て
い
る
と
思
う
。　
　
　

　
皆
さ
ん
の
事
情
が
あ
る
と

思
う
の
で
、
役
場
に
直
送
し

て
ほ
し
い
と
い
う
申
し
出
が

あ
れ
ば
対
応
し
て
い
る
。

問
健
康
福
祉

課

　
　長
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一
般
質
問毎

年
基
金
を
一
億

円
以
上
取
り
崩
し

な
が
ら
行
政
を
行
っ
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
数
年
先
に
は

財
政
破
綻
す
る
の
で
は
な
い

か
と
心
配
す
る
。

　
事
業
の
優
先
順
位
を
つ
け

て
行
政
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

❶
そ
う
い
う
時
に
、
マ
コ
モ

タ
ケ
を
去
年
ま
で
作
っ
て
い

た
と
こ
ろ
を
、
人
が
変
わ
っ

た
ら
６
万
円
の
補
助
を
出
す

の
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い

か
。

❷
32
年
度
以
降
は
交
付
金
は

無
い
が
補
助
金
は
続
け
る
の

か
。
マ
コ
モ
タ
ケ
は
持
続
可

能
な
の
か
。

　
マ
コ
モ
タ
ケ
だ
け
余
り
に

も
偏
り
す
ぎ
る
と
思
え
る
。

　
も
う
少
し
大
き
な
意
味
で

荒
廃
農
地
対
策
を
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。

❸
手
ノ
際
か
ら
東
小
学
校
ま

で
の
通
学
路
の
中
で
殿
迫
の

交
差
点
改
良
は
い
つ
頃
で
き

る
の
か
。

❹
事
故
が
あ
っ
て
か
ら
で
は

遅
い
の
で
、
歩
道
を
早
急
に

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

❺
殿
迫
の
中
原
屋
前
の
信
号

か
ら
国
道
ま
で
の
間
、
里
庄

ハ
イ
ツ
・
砂
崎
ま
で
の
間
、

里
庄
ハ
イ
ツ
・
砂
崎
の
子
ど

も
の
通
学
路
に
な
っ
て
い
る

が
、
幅
員
が
狭
い
。
し
か
し

朝
夕
は
東
駐
在
所
前
が
非
常

に
混
む
の
で
、
こ
の
道
を
迂

回
す
る
車
が
非
常
に
多
く
危

な
い
。

　
側
溝
に
蓋
を
か
け
る
な
ど

待
避
で
き
る
と
こ
ろ
を
何
カ

所
か
考
え
ら
れ
な
い
か
。

問

髙田　卓司 議員

　歩
道
を
早
急
に

　
　
　
　
　農
林
建
設
課
長
／
用
地
の
確
保
が
で
き
れ
ば
優
先
的
に

❻
申
友
の
駅
裏
県
道
下
の
側

道
も
通
学
道
路
で
あ
る
が
、

か
す
み
保
育
園
南
か
ら
東
へ

20
ｍ
程
の
間
が
幅
員
２
ｍ
で

側
溝
側
へ
傾
斜
し
て
お
り
、

舗
装
が
破
損
し
て
危
険
で
あ

る
。

　
測
量
設
計
ま
で
で
き
て
い

る
と
聞
く
が
な
ぜ
で
き
な
い
。

❶
昨
年
ま
で
作
付

け
を
し
て
い
て
も

翌
年
に
作
付
け
を
し
な
い
農

地
は
耕
作
を
し
な
く
な
っ
た

農
地
に
該
当
す
る
と
考
え
る
。

　人
が
変
わ
っ
て
今
ま
で
作

っ
て
た
人
が
増
反
し
た
場
合

は
、
増
え
た
分
は
補
助
金
を

出
す
と
い
う
認
識
で
要
綱
を

運
用
す
る
。

❸
平
成
31
年
度
中

に
用
地
買
収
を
完

了
し
、
33
年
度
中
完
成
を
目

指
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
に

あ
わ
せ
て
歩
道
整
備
も
県
と

協
力
し
て
進
め
る
予
定
。

❹
用
地
の
確
保
が
で
き
れ
ば

優
先
的
に
す
る
よ
う
話
は
し

て
お
り
歩
道
が
つ
な
が
る
よ

う
努
力
す
る
。

❺
通
学
路
は
通
り
抜
け
す
る

車
の
進
入
を
禁
止
す
る
啓
発

看
板
を
設
置
し
た
り
、
待
避

に
適
切
な
個
所
を
確
認
し
対

応
し
た
い
。

❻
こ
の
個
所
は
平
成
26
年
度

に
一
部
拡
幅
に
あ
わ
せ
て
段

差
を
解
消
す
る
た
め
測
量
設

計
を
行
っ
て
い
る
。
地
元
と

の
調
整
が
少
し
う
ま
く
い
か

ず
、
現
在
ま
で
保
留
と
な
っ

て
い
る
。
改
め
て
調
整
を
し
、

マコモタケ田植え体験（里庄中学校）万全の管理を待つため池

進
め
た
い
と
思
う
。

❶
荒
廃
農
地
の
解

消
対
策
と
特
産
品

を
何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

国
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
を
使
っ
て
い
る
事
業
で
あ

る
。

❷
32
年
以
降
は
出
す
予
定
は

な
い
。

　現
在
作
っ
て
い
る
人
に
継

続
的
に
続
け
る
よ
う
お
願
い

を
し
、
利
益
が
上
が
れ
ば
参

入
す
る
人
も
増
え
る
と
考
え

る
。

農
林
建
設
課

参

　
　事

農
林
建
設

課

　
　長

町
長
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東
南
海
地
震
が
来

た
と
き
町
内
の
た

め
池
は
耐
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
そ
の
点
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

重
要
な
た
め
池
、

被
害
が
大
き
い
た

め
池
を
県
営
た
め
池
整
備
事

業
と
し
て
整
備
す
る
計
画
を

た
て
て
い
る
。
皿
池
大
池
は

平
成
28
年
度
に
避
難
勧
告
を

だ
し
た
。
湯
ノ
池
は
貯
水
量

が
多
く
、
被
害
区
域
が
大
き

い
。
で
も
危
な
く
て
も
、
今

同
時
に
全
部
直
す
こ
と
は
物

理
的
に
無
理
な
の
で
10
年
ぐ

ら
い
を
か
け
て
整
備
す
る
計

画
。

皿
池
大
池
、
湯
ノ

池
以
外
に
多
数
あ

る
、
た
め
池
の
保
全
管
理
計

画
は
あ
る
の
か
。
無
け
れ
ば

作
る
必
要
が
あ
る
。
放
置
さ

れ
た
よ
う
な
た
め
池
は
、
水

は
満
水
、
土
手
に
は
木
が
生

え
て
い
る
な
ど
、
何
と
か
し

て
欲
し
い
と
、
住
民
の
方
の

意
見
が
あ
る
が
、
管
理
計
画

は
、
ど
の
よ
う
な
案
が
あ
る

問問

の
か
。

貯
水
機
能
が
あ
る

た
め
池
は
町
内
84

カ
所
。
平
成
25
、
26
年
度
に

状
況
把
握
の
た
め
一
斉
点
検

を
実
施
し
個
別
の
池
カ
ル
テ

を
作
成
し
た
。
管
理
計
画
は

な
い
が
、
カ
ル
テ
を
基
に
た

め
池
の
整
理
を
今
後
進
め
て

い
き
た
い
。保

全
管
理
計
画
は

い
つ
ま
で
に
作
る

の
か
。
ま
た
、
た
め
池
の
民

地
と
の
境
の
護
岸
の
崩
落
の

修
繕
を
ど
う
す
る
の
か
。

県
営
た
め
池
整
備

事
業
が
一
段
落
す

る
前
に
見
通
し
を
立
て
る
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
。
民
地

側
の
護
岸
の
修
繕
は
、
現
時

点
で
は
財
政
上
で
き
な
い
。

た
め
池
の
総
点
検

に
よ
る
現
状
把
握
、

そ
し
て
危
険
度
の
ラ
ン
ク
付

け
、
そ
れ
を
町
長
は
い
つ
ま

で
に
計
画
し
て
も
ら
え
る
の

か
。

た
め
池
管
理
は
重

要
な
こ
と
、
今
後

何
年
と
い
う
の
は
な
い
が
、

水
利
の
方
た
ち
に
水
を
抜
く

な
り
、
こ
こ
は
廃
止
す
る
よ

と
、
声
掛
け
、
相
談
を
し
て

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

問問

町
長

行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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年
基
金
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行
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お
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、

こ
の
ま
ま
で
は
数
年
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に
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財
政
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の
で
は
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か
と
心
配
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る
。

　
事
業
の
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位
を
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け

て
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政
を
進
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て
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く
必
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と
思
う
。

❶
そ
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う
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に
、
マ
コ
モ
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ケ
を
去
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で
作
っ
て
い

た
と
こ
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を
、
人
が
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っ
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ら
６
万
円
の
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を
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す

の
は
お
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の
で
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か
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❷
32
年
度
以
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は
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は

無
い
が
補
助
金
は
続
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る
の

か
。
マ
コ
モ
タ
ケ
は
持
続
可

能
な
の
か
。

　
マ
コ
モ
タ
ケ
だ
け
余
り
に

も
偏
り
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と
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も
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少
し
大
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な
意
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で

荒
廃
農
地
対
策
を
考
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る
べ
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で
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な
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か
と
思
え
る
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❸
手
ノ
際
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ら
東
小
学
校
ま

で
の
通
学
路
の
中
で
殿
迫
の

交
差
点
改
良
は
い
つ
頃
で
き

る
の
か
。

❹
事
故
が
あ
っ
て
か
ら
で
は

遅
い
の
で
、
歩
道
を
早
急
に
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る
べ
き
で
は
な
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❺
殿
迫
の
中
原
屋
前
の
信
号

か
ら
国
道
ま
で
の
間
、
里
庄

ハ
イ
ツ
・
砂
崎
ま
で
の
間
、

里
庄
ハ
イ
ツ
・
砂
崎
の
子
ど

も
の
通
学
路
に
な
っ
て
い
る

が
、
幅
員
が
狭
い
。
し
か
し

朝
夕
は
東
駐
在
所
前
が
非
常

に
混
む
の
で
、
こ
の
道
を
迂

回
す
る
車
が
非
常
に
多
く
危

な
い
。

　
側
溝
に
蓋
を
か
け
る
な
ど

待
避
で
き
る
と
こ
ろ
を
何
カ

所
か
考
え
ら
れ
な
い
か
。

問

髙田　卓司 議員

　歩
道
を
早
急
に

　
　
　
　
　農
林
建
設
課
長
／
用
地
の
確
保
が
で
き
れ
ば
優
先
的
に

❻
申
友
の
駅
裏
県
道
下
の
側

道
も
通
学
道
路
で
あ
る
が
、

か
す
み
保
育
園
南
か
ら
東
へ

20
ｍ
程
の
間
が
幅
員
２
ｍ
で

側
溝
側
へ
傾
斜
し
て
お
り
、

舗
装
が
破
損
し
て
危
険
で
あ

る
。

　
測
量
設
計
ま
で
で
き
て
い

る
と
聞
く
が
な
ぜ
で
き
な
い
。

❶
昨
年
ま
で
作
付

け
を
し
て
い
て
も

翌
年
に
作
付
け
を
し
な
い
農

地
は
耕
作
を
し
な
く
な
っ
た

農
地
に
該
当
す
る
と
考
え
る
。

　人
が
変
わ
っ
て
今
ま
で
作

っ
て
た
人
が
増
反
し
た
場
合

は
、
増
え
た
分
は
補
助
金
を

出
す
と
い
う
認
識
で
要
綱
を

運
用
す
る
。

❸
平
成
31
年
度
中

に
用
地
買
収
を
完

了
し
、
33
年
度
中
完
成
を
目

指
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
に

あ
わ
せ
て
歩
道
整
備
も
県
と

協
力
し
て
進
め
る
予
定
。

❹
用
地
の
確
保
が
で
き
れ
ば

優
先
的
に
す
る
よ
う
話
は
し

て
お
り
歩
道
が
つ
な
が
る
よ

う
努
力
す
る
。

❺
通
学
路
は
通
り
抜
け
す
る

車
の
進
入
を
禁
止
す
る
啓
発

看
板
を
設
置
し
た
り
、
待
避

に
適
切
な
個
所
を
確
認
し
対

応
し
た
い
。

❻
こ
の
個
所
は
平
成
26
年
度

に
一
部
拡
幅
に
あ
わ
せ
て
段

差
を
解
消
す
る
た
め
測
量
設

計
を
行
っ
て
い
る
。
地
元
と

の
調
整
が
少
し
う
ま
く
い
か

ず
、
現
在
ま
で
保
留
と
な
っ

て
い
る
。
改
め
て
調
整
を
し
、

マコモタケ田植え体験（里庄中学校）万全の管理を待つため池

進
め
た
い
と
思
う
。

❶
荒
廃
農
地
の
解

消
対
策
と
特
産
品

を
何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

国
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付

金
を
使
っ
て
い
る
事
業
で
あ

る
。

❷
32
年
以
降
は
出
す
予
定
は

な
い
。

　現
在
作
っ
て
い
る
人
に
継

続
的
に
続
け
る
よ
う
お
願
い

を
し
、
利
益
が
上
が
れ
ば
参

入
す
る
人
も
増
え
る
と
考
え

る
。

農
林
建
設
課

参

　
　事

農
林
建
設

課

　
　長

町
長
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東
南
海
地
震
が
来

た
と
き
町
内
の
た

め
池
は
耐
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
そ
の
点
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

重
要
な
た
め
池
、

被
害
が
大
き
い
た

め
池
を
県
営
た
め
池
整
備
事

業
と
し
て
整
備
す
る
計
画
を

た
て
て
い
る
。
皿
池
大
池
は

平
成
28
年
度
に
避
難
勧
告
を

だ
し
た
。
湯
ノ
池
は
貯
水
量

が
多
く
、
被
害
区
域
が
大
き

い
。
で
も
危
な
く
て
も
、
今

同
時
に
全
部
直
す
こ
と
は
物

理
的
に
無
理
な
の
で
10
年
ぐ

ら
い
を
か
け
て
整
備
す
る
計

画
。

皿
池
大
池
、
湯
ノ

池
以
外
に
多
数
あ

る
、
た
め
池
の
保
全
管
理
計

画
は
あ
る
の
か
。
無
け
れ
ば

作
る
必
要
が
あ
る
。
放
置
さ

れ
た
よ
う
な
た
め
池
は
、
水

は
満
水
、
土
手
に
は
木
が
生

え
て
い
る
な
ど
、
何
と
か
し

て
欲
し
い
と
、
住
民
の
方
の

意
見
が
あ
る
が
、
管
理
計
画

は
、
ど
の
よ
う
な
案
が
あ
る

問問

の
か
。

貯
水
機
能
が
あ
る

た
め
池
は
町
内
84

カ
所
。
平
成
25
、
26
年
度
に

状
況
把
握
の
た
め
一
斉
点
検

を
実
施
し
個
別
の
池
カ
ル
テ

を
作
成
し
た
。
管
理
計
画
は

な
い
が
、
カ
ル
テ
を
基
に
た

め
池
の
整
理
を
今
後
進
め
て

い
き
た
い
。保

全
管
理
計
画
は

い
つ
ま
で
に
作
る

の
か
。
ま
た
、
た
め
池
の
民

地
と
の
境
の
護
岸
の
崩
落
の

修
繕
を
ど
う
す
る
の
か
。

県
営
た
め
池
整
備

事
業
が
一
段
落
す

る
前
に
見
通
し
を
立
て
る
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
。
民
地

側
の
護
岸
の
修
繕
は
、
現
時

点
で
は
財
政
上
で
き
な
い
。

た
め
池
の
総
点
検

に
よ
る
現
状
把
握
、

そ
し
て
危
険
度
の
ラ
ン
ク
付

け
、
そ
れ
を
町
長
は
い
つ
ま

で
に
計
画
し
て
も
ら
え
る
の

か
。

た
め
池
管
理
は
重

要
な
こ
と
、
今
後

何
年
と
い
う
の
は
な
い
が
、

水
利
の
方
た
ち
に
水
を
抜
く

な
り
、
こ
こ
は
廃
止
す
る
よ

と
、
声
掛
け
、
相
談
を
し
て

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

農
林
建
設

課

　
　長

問問

町
長

行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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　安
広
子
供
会
は
、
小
学
校

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
を

対
象
と
し
、
現
在
五
世
帯
九

名
で
仲
良
く
活
動
し
て
い
ま

す
。　日

頃
か
ら
お
互
い
に
誘
い

合
っ
て
、
地
域
の
広
場
で
、

ボ
ー
ル
遊
び
や
水
遊
び
を
し

た
り
、
自
転
車
の
練
習
を
し

た
り
し
て
、
に
ぎ
や
か
に
遊

ん
で
い
ま
す
。

　夏
に
は
、
狭
田
・
宮
地
子

供
会
と
合
同
で
、
毎
年
恒
例

の
旅
行
に
出
か
け
ま
す
。
ボ

ウ
リ
ン
グ
を
し
た
り
、
食
事

を
し
た
り
し
て
、
楽
し
く
交

流
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
秋
の
厚
生
体
育
大

会
で
は
、
応
援
団
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
。
手
作
り
の

う
ち
わ
や
ボ
ン
ボ
ン
を
持
っ

て
、
地
域
の
方
と
一
緒
に
元

気
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
が
少
な
い
地
域
で

は
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
一

一
〇
番
の
設
置
や
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
に
協
力
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
家
庭
が
多
く
あ
り
、

み
な
さ
ん
に
暖
か
く
見
守
ら

れ
な
が
ら
、
安
心
し
て
登
下

校
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
場
面
で
声
を
か
け

て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
と
て

も
喜
ん
で
い
ま
す
。

　今
年
度
は
、
登
下
校
や
遊

び
の
中
で
、
下
級
生
の
お
世

話
を
し
て
く
れ
て
い

た
三
名
の
六
年
生

が
卒
業
し
ま
す
。

　年
々
、
子
ど
も

が
少
な
く
な
っ
て

い
き
ま
す
が
、
今
後

も
続
け
て
子
ど
も

達
の
成
長
を
温
か

く
見
守
っ
て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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（14）………………………シリーズ“地域の子どもたち”（安広子供会）

No.93
2018.7.312018.7.31
No.93

岡山県 里庄町議会岡山県 里庄町議会

地域の 子どもたち子どもたち

地
域
の
皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ

安

広

子

供

会

夏の風物詩、流しそうめん夏の風物詩、流しそうめん

（8）……………………………………………町政を問う！（5人が登壇）

議会広報編集委員会 E-mail:gikai@town.satosho.lg.jp

　7月の豪雨で被害にあった
方々に、心よりお見舞い申し
上げます。
　暑い日が続きますので、し
っかり水分補給して熱中症に
気を付けてください。
　明るい笑顔で暑い夏を乗り
切りましょう。

（仁科千）

（2）……………………………小・中学校のエアコン、いよいよ設置へ

（4）……………………………………なぜ繰り越しになったのか（質疑）


